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第24 回足立の花火大会
祝 区 制70 周 年 光 耀 く 足 立

7 月25 日( 木) 午後7 時15分～8 時45分( 打上開始午後7時30分)

荒 川 河 川 敷( 千住新橋～西新井橋間)　※荒天の場合は26日に順延

第
1
部
　豪
華
絢
爛
～
足
立
の
空
に
祝
砲
(
午
後
7
時
3
0分
～
)

第
2
部
　輝
け
る
千
住
の
軌
跡
(
午
後
8
時
～
)

第
3
部
　明
日
に
続
く
道
標
(
午
後
8
時
2
5分
～
)

『
千
住
の
花
火
』
で
親
し
ま
れ
て
い
た
伝
統
あ
る
花
火
大
会
が
、

昭
和
5
4年
に
復
活
し
、
今
年
で
2
4回
目
を
迎
え
ま
す
。
3
部
構
成

に
よ
る
1
万
発
の
花
火
を
大
い
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

今
年
の
花
火
大
会
は
、
3
部
構
成

が
特
徴
で
す
。
第
1
部
は
、
華
や
い

だ
雰
囲
気
で
始
ま
り
、
第
2
部
は
河

川
敷
い
っ
ぱ
い
の
3
0
0
m
の
大
ナ
イ
ア

ガ
ラ
や
小
型
花
火
で
す
。
第
3
部
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
ク
ラ
ッ
シ

ッ
ク
音
楽
と
花
火
を
競
演
さ
せ
た
足

立
の
花
火
ミ
ュ
L
ン
カ
ル
(
(
ナ
ビ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
)
で
、
8
分
間
に
2

千
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
特

に
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
押
し
寄
せ
る
多

彩
な
花
火
と
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
圧
巻
で
す
。

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

当
日
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
会
場
周
辺
で
は
、
午
後
6

時
か
ら
9
時
3
0分
ご
ろ
ま
で
交
通
規

制
が
行
わ
れ
、
車
両
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
(
図
2
)
。
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
・
自
転
車
で
の
来
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
通
行
禁
止
区
域
内
に
お
住
ま
い
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

所
轄
の
警
察
署
で
通
行
許
可
証
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

当
日
会
場
内
で
は

会
場
内
に
は
警
察
、
消
防
の
本
部

や
救
護
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
緊
急

の
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
「
め
ぐ
り
あ

い
の
塔
」
を
設
置
し
ま
す
(
図
1
)

。
迷
子
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、

当
日
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
内
に

個
人
協
賛
金
箱
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
い
す
を
ご
利
用
の
方
ヘ

今
年
も
車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア

を
荒
川
河
川
敷
左
岸
に
設
け
ま
す
。

千
住
新
橋
北
詰
付
近
か
ら
河
川
敷
ま

で
、
車
い
す
で
も
降
り
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
送
迎
で
使
わ
れ
る
乗
用

車
な
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
交
通

規
制
の
た
め
用
意
で
き
ま
せ
ん
。

会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

花
火
大
会
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
危
険
物
施
設
や
特
殊
可
燃

物
貯
蔵
所
な
ど
に
防
炎
シ
ー
ト
を
か

け
る
な
ど
、
安
全
に
は
充
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
花
火
を
美
し

く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の

消
灯
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
芝
生
も
大
切
に

河
川
敷
で
シ
ー
ト
な
ど
を
敷
い
て

の
長
期
の
場
所
取
り
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
場
所
取
り
用
の
シ
ー
ト
類
は
撤

去
し
ま
す
(
大
会
当
日
は
除
く
)
。

シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
る
と
、
芝
生
が
と

て
も
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

花
火
大
会
実
施
の
た
め
の
芝
刈
り
作

業
や
河
川
敷
の
管
理
に
も
支
障
が
出

ま
す
の
で
、
事
前
の
場
所
取
り
は
行

わ
な
い
よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
大
会
終
了
後

に
は
、
シ
ー
ト
を
留
め
る
た
め
の
金

具
な
ど
を
残
さ
ず
、
河
川
敷
を
き
れ

い
に
し
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◆
耳
よ
り
情
報
!
!

北
側
の
土
手
は
、
階
段
状
に
な
っ

て
い
た
り
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
斜
面
か
ら
滑
り
落
ち
る
こ
と
な

く
、
家
族
や
友
達
と
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
い
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
テ
ル
丸
く
ん
か
ら
の
お
願
い

帰
り
に
は
、

ゴ
ミ
を
各
自
で

お
待
ち
い
た
だ

き
、
慌
て
ず
、

急
が
ず
、
の
ん

び
り
お
家
ま
で

お
帰
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
内
外
に
は
簡
易
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
観
光
協

会
事
務
局
(
区
・
経
済
観
光
課
内
)
　

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

図1　 立入禁止区域・観覧場所等

図2　 交通規制案内( 午 後6 時～9 時30分ごろまで)

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
区
長
へ
の
手
紙

か
ら

4
・
5
面
▽
特
集
「
健
康
あ
だ
ち
2
1
/
日
暮
里
・

舎
人
線
工
事
進
ち
ょ
く
状
況

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
小
・
中
学
校
の
通
知
表
が
変
わ
り
ま

す
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !
好きです。あだち

- 7 月放映-
22日～28日の毎日

午前9時30分/ 午後O時30分/
午後9時30分
ケーブルTV 足立( 9CH)

◎ 区の木… さくら / 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
7 月11 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込…申し込み方法

◆ 期限…申し込み期限

◆ 場・申・問先…場所・申し込

み先・問い合わせ先

◆ 費用の記載のないものは無料

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

※
祝
日
は
除
く

対
象
=
育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
(
保
育
園
に
通
っ

て
い
る
方
に
限
り
ま
せ
ん
)

相
談

方
法
=
電
話
ま
た
は
面
接
(
経
験
豊

か
な
職
員
が
対
応
し
ま
す

秘
密
厳

守
)

相
談
場
所
=
公
立
・
私
立

保
育
園
全
園

問
先
=
保
育
指
導

区
立
あ
や
せ
保
育
園
で

病
後
児
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す

区
内
在
住
で
、
保
護
者
の
就
労
な

ど
に
よ
り
保
育
園
な
ど
に
通
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
が
、
病
気
の
回
復
期
の

た
め
集
団
保
育
が
困
難
で
あ
り
、
か

つ
保
護
者
が
勤
務
の
た
め
、
家
庭
で

の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
お
預
か

り
し
ま
す
。
※
事
前
に
児
童
福
祉

課
・
各
認
可
公
私
立
保
育
園
で
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い

日
時
=
月
曜
～

土
曜
日
、
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
6

時
3
0分

※
土
曜
日
は
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
1
時

利
用
期
間
=
I

回

の
病
気
に
つ
き
7
日
以
内

対
象
=
I

歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
児
童

定

員
=
4

人

費
用
=
1

日
2

千
5
0
0

円
。
た
だ
し
土
曜
日
は
2
千
円

申

込
=
あ
や
せ
保
育
園
へ
電
話
で
仮
予

約
し
、
医
師
に
「
病
後
児
保
育
室
利

用
連
絡
票
(
各
公
私
立
保
育
園
で
配

布
)

」
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
再
び

あ
や
せ
保
育
園
へ
電
話
で
予
約

申

先
=
あ
や
せ
保
育
園

(
5
6
9
7
)
5
4
0
1

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

乳
幼
児
の

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
程
等
=
表
1

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
・

問
先
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

表1　 乳幼児アレルギー教室地
域
の
中
で

～
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

と
予
防
の
た
め
に
～

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
ど
も
の

発
達
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
(

表
2
)

。
家
庭
や
地
域
で
「
お
か

し
い
」
と
感
じ
た
ら
、
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
児
童
相
談
所
や
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
し
ま

す
。

※
通
報
し
た
方
の
情
報
は
外

部
に
は
公
開
し
ま
せ
ん

問
先
=
こ

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

表2　 虐待とはこのようなことです

「
親
子
で
守
ろ
う
!
永
久
歯
」

夏
休
み
、
親
子
歯
科
体
験
教
室

一
生
使
ヶ
水
久
歯
は
、
特
に
生
え

た
て
が
虫
歯
に
な
り
や
す
い
時
期
で

す
。
日
時
=
7
月
2
4日
南
、
午
後
1

時
～
3
時
3
0分

対
象
=
お
子
さ

ん
が
5
～
8
歳
く
ら
い
の
親
子

内

容
=
口
腔
内
観
察
・
撮
影
/
歯
磨

き
・
つ
ば
の
チ
ェ
ッ
ク
ほ
か

定
員
=
2
0

組

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯

科
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

区
制
7
0
周
年
記
念
講
演
会

子
育
て
マ
マ
の
S
O
S

～
子
育
て
の
悩
み
を
と
も
に
考
え
る
～

日
時
=
7
月
3
1日
南
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分

対
象
=
乳
幼
児
の
保
護

者
お
よ
び
関
係
者

講
師
=
大
日
向

雅
美
氏
(
恵
泉
女
子
大
学
教
授
)

定
員
=
1
0
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
が

あ
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん
は
な
る
べ

く
預
け
て
き
て
く
だ
さ
い

申
込
=

電
話

主
催
=

中
央
本
町
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

場
・
申
・
問

先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
現

在
受
給
中
の
方
へ
、
6
月
上
旬
に
現

況
届
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)

。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
の
確
認

が
で
き
な
い
た
め
、
6
月
分
か
ら
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
▽
児
童
手
当

…
児
童
給
付
係(

3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
児
童
育
成
手
当
…
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
8
月
1
日

か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

手
当
額
が
所
得
に
応
じ
て
き
め
細
か

く
多
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
現
在
受

給
中
の
方
に
は
、
8
月
の
現
況
届
に

よ
り
、
手
当
額
な
ど
が
決
定
次
第
、

通
知
し
ま
す
。

内
容
等
=
表
3

※
新
制
度
に
よ
る
1
回
目
の
手
当
支

給
は
1
2月
で
す

申
・
問
先
=
家
庭

支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表3　 児童扶養手当制度の改正内容等

『
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
』

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

楽
し
く
作
っ
て
元
気
に
な
る
コ
ツ
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
7
月
2
3

日
吻
、
午
前
1
0時
～
正
午

場
所
=

エ
ル
ーソ
フ
イ
ア

対
象
=
小
学
4

年
生
～
中
学
生

内
容
=
お
い
し
く

野
菜
を
食
べ
よ
う
/
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
簡
単
な
料
理
実
習

定
員
=
1
2
人
(

先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円
(
材
料

費
)

持
ち
物
=

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

食
と
健
康
教
室

「
カ
ル
シ
ウ
ム
増
量
で
骨
を

丈
夫
に
!
」
(
2
日
制
)

日
時
=
7
月
1
7日
南
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分
/
7
月
3
0日
㈹
、
午

前
1
0時
～
正
午

対
象
=
骨
粗
し
よ

ケ
症
予
防
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に

と
り
た
い
方

内
容
=
上
手
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
と
る
に
は
/
気
軽
に
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
=
2
5人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養
係(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

足
立
区
職
員

〔
福
祉
(

保
育
士
)
〕
採
用
選
考

試
験
日
=
8
月
2
5日
黼

採
用
予
定
=
1
5

年
4
月
1
日
以
降

採
用
予
定

数
=
若
干
名

勤
務
地
=
保
育
園
、

健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津
市
)
な
ど

期
限
=
8
月
6
日

申
・
問
先
=
人

事
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

◆
区
民
か
ら
の
手
紙

自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

歩
道
で
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で

走
る
自
転
車
や
、
ベ
ル
を
鳴
ら
し
つ

づ
け
て
歩
行
者
が
邪
魔
だ
邪
魔
だ
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
走
る
自
転
車
が
い

て
、
身
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。自
転
車
利
用
者
の
多
く
は
、

道
路
交
通
法
に
つ
い
て
知
ら
な
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
区
長
か
ら
の
返
信

最
近
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
た
く
さ
ん

頂
い
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物

で
す
。
重
い
荷
物
で
も
カ
ゴ
に
の
せ

ら
れ
る
し
、
車
ほ
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
も
要
ら
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
歩
く

よ
り
早
い
な
ど
利
点
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
守

ら
れ
な
い
と
、
便
利
で
快
適
な
は
ず

の
自
転
車
が
、
歩
行
者
に
と
っ
て
危

険
な
乗
り
物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
事

故
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
小
学
生
や
町
会
を
対
象

と
し
て
、
実
技
指
導
も
交
え
た
交
通

安
全
運
動
や
各
種
講
習
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
機
会
を
捕
ら
え
て
参
加
頂

き
、
自
転
車
ル
ー
ル
の
確
認
の
場
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
な
ど
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
自
転
車
の
乗
り
方
や
交
通
ル

ー
ル
な
ど
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
の
P
R

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
、
自
転
車
利

用
時
の
マ
ナ
ー
や
事
故
防
止
に
つ
い

て
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

足
立区
長
　鈴
木
恒
年

受

付
=

▽
広

聴

は

が

き
(

区

内

各

施

設

の
窓

口

に

あ

り

ま

す
)

▽
フ

ァ

ク

ス

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
7

只
)

▽
区

長

へ

の

メ

ー

ル
(

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

入

れ

ま

す
)

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス
=

v
o
i
c
e
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

※

回

答

を

し

ま

す

の

で

、
住

所

、
氏

名

、

電

話

番

号

な

ど

を

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い



2002年( 平成14年) 7 月10日 あ だ ち 広 報 第1344 号( 3)

～
障
害
者
の
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
に
～
「
健
康
相

談
」始
め
ま
し
た
(
予
約
制
)

日
時
=
毎
月
第
1
木
曜
日
、
午
前
9

時
～
1
0時
(
結
果
は
2
週
間
後
)

対
象
=
身
体
・
精
神
・
知
的
な
ど
の

障
害
者
で
健
康
相
談
を
希
望
す
る
方

内
容
=
相
談
内
容
に
応
じ
た
検
査
/

医
師
、
保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
個
別
相
談

定
員
=
1
5

人
(
先
着
順
)

費
用
=
実
費
(
た

だ
し
、
生
活
保
護
受
給
中
の
方
に
は

免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
)

場
・

申
・
問
合
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

ご
存
知
で
す
か

身
体

障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
手
帳
で
す
。
障
害
(
視
覚
、
聴

覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言
語
、
そ

し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫
機
能
)
の

程
度
に
よ
り
、
I
～
6
級
の
等
級
が

あ
り
ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必
要
な

診
断
書
用
紙
は
各
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装

具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が

各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障
害
の
程

度
で
I
～
4
度
の
等
級
が
あ
り
ま

す
。

申
・
問
先
=
▽
1
8歳
以
上
の

方
…
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
1

　
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
・
:
都
・
足
立
児
童

相
談
所

(
3
8
5
4
)
1
1
8
1
　

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
場

合
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
/
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/

死
亡
し
た
と
き
/
手
帳
を
紛
失
・
破

損
し
た
と
き

問
先
=
各
福
祉
事
務

所
(
表
4
)

在
宅
の
重
度
心
身
障

害
者
(児
)の
方
へ

□
日
常
生
活
用
具
の
給
付

対
象
=
3
歳
以
上
(
品
目
に
よ
っ
て

は
年
齢
制
限
や
障
害
部
位
の
指
定
が

あ
り
ま
す
)

品
目
=
浴
槽
/
湯
沸

器
/
入
浴
担
架
/
入
浴
補
助
用
具
/

移
動
用
リ
フ
ト
/
歩
行
支
援
用
具
/

便
器
/
特
殊
便
器
な
ど
4
6品
目

□
住
宅
設
備
改
善
費
の
助
成

対
象
=
種
目
に
よ
り
、
主
に
6
歳
以

上
で
、
下
肢
、
体
幹
、
車
い
す
の
交

付
を
受
け
た
内
部
障
害
の
あ
る
方
な

ど

種
目
=
浴
場
/
便
所
/
玄
関
/

居
室
/
台
所
/
屋
内
移
動
設
備

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

対
象
=
独
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
の
あ
る
重
度
の
心
身
障
害

者
(
児
)
が
い
る
家
庭
で
、
家
事
・

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
場

合
(
た
だ
し
介
護
保
険
対
象
者
を
除

く
)

内
容
=
食
事
の
世
話
/
衣
類

の
洗
濯
、
補
修
/
住
居
の
掃
除
、
整

理
整
と
ん
/
身
の
回
り
の
世
話
/
生

活
必
需
品
の
買
い
物
/
医
療
機
関
と

の
連
絡
/
通
院
介
助
/
官
公
署
等
の

手
続
き
代
行
な
ど

派
遣
時
間
=
週
2
4

時
間
を
限
度
と
し
て
調
査
の
う
え

派
遣

派
遣
時
間
=
午
前
8
時
～
午

後
6
時

※
た
だ
し
、
食
事
/
排
せ

っ
/
通
院
/
着
替
え
の
介
助
な
ど
特

別
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
夜
間
や

深
夜
(
2
4時
間
巡
回
型
)
、
早
朝
の

派
遣
も
利
用
で
き
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら

れ
る
も
の
は
介
護
保
険
が
優
先
し
、

所
得
に
応
じ
た
一
定
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
各
福
祉

事
務
所
(
表
4
)

表4　 福祉事務所一覧

※ 電話番号のかけ間違えにご注意< ださい

糖
尿
病
予
防
教
室
　
糖
尿
病

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や

予
防
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か

日
程
等
=
表
5

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表5　 糖尿病予防教室日程等

※ いずれも時間は、午後1 時30分～3 時30分

家
族
向
け
精
神
保
健
講

座
(
4
回
制
)

日
程
等
=
表
6

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表6　 家族向け精神保健講座日程等

※ いずれも時間は、午後2 時～4 時

慢
性
呼
吸
器
疾
患
患
者
会

足
立
あ
お
ぞ
ら
会

気
管
支
喘
息
や
肺
気
腫
な
ど
で
療

養
さ
れ
て
い
る
方
が
情
報
交
換
、
交

流
や
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

じ
病
気
で
お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象
=
慢
性
呼
吸

器
疾
患
患
者

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

節
目
健
康
診
査

区
で
は
4
0歳
、
5
0歳
、
6
0歳
に
な

る
方
を
対
象
に
、
基
本
健
康
診
査
・

各
種
が
ん
検
診
・
歯
周
病
健
診
な
ど

を
セ
ッ
ト
に
し
た
節
目
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、

年
4
回
に
わ
け
て
お
知
ら
せ
と
申
込

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
=

昭
和
1
7年
、
2
7年
、
3
7年
の
そ
れ
ぞ

れ
7
月
1
2日
～
1
0月
1
2日
生
ま
れ
の

方

※
6
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
届
か
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
1
0月
1
3日
以
降
の
誕
生
日
の
方

は
、
9
月
中
に
発
送
し
ま
す

申
込
=

同
封
の
申
込
ハ
ガ
キ
を
投
か
ん

期
限
=
7
月
1
9日
消
印
有
効

問
先
=

成
人
保
健
係

タ
ン
ク
水
の
水
質
検
査

受
水
タ
ン
ク
(
受
水
槽
)
を
経
由

し
た
水
の
簡
易
検
査
(
項
目
は
残
留

塩
素
濃
度
と
鉄
分
)
と
飲
み
水
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
蛇
口
か

ら
数
分
問
流
し
た
後
、
よ
く
洗
っ
た

容
器
に
水
を
2
0
0
∝
(
牛
乳
び
ん
1
本

分
)
程
度
入
れ
て
時
間
を
置
か
ず
、

す
ぐ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
間
=
7

月
1
0日
～
8
月
3
0日
(土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)
、
い
ず
れ
も
午

前
9
時
～
午
後
5
時

対
象
=
区
内

受
水
槽
所
有
者
・
管
理
者

場
・
申
・

問
先
=
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

千
住
大
橋
駅
に
障
害
者

対
応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
す

区
で
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安

全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
駅

舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
進
め

て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
=
1
4年
7
月

～
1
5年
2
月

場
所
=
千
住
大
橋
駅

上
下
線
各
1
基

問
先
=
障
害
福
祉

計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5

」
O

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
調
整
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重
(
3
)

1
9
9
0

年
代
の
初
め
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
壊
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

と
し
て
、東
西
世
界
の
対
立
(
「
冷
た

い
戦
争
」
)
が
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
冷
た
い
戦
争
が
終
了
し

て
も
世
界
に
平
和
は
訪
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
む
し
ろ
、
世
界
各
地
で
地
域

紛
争
や
民
族
紛
争
な
ど
が
起
こ
り
、

深
刻
な
人
権
問
題
が
表
に
現
れ
て
き

た
の
で
す
。

一
方
、
東
西
世
界
の
対
立
が
終
わ

っ
た
こ
と
は
、
国
際
社
会
全
体
で
話

し
合
い
が
で
き
る
環
境
を
創
り
出

し
、
人
権
に
つ
い
て
の
新
し
い
理
想

や
理
念
を
求
め
る
気
運
が
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
1
9
9
4

年
(
平
成
6

年
)
1
2
月
の
第
4
9回
国
連
総
会
に
お

い
て
、
1
9
9
5

年
(
平
成
7
年
)

か
ら
の
1
0年
間
を
、「
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
1
0年
」
と
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
「
国
連
1
0年
」
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、

人
権
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
正
し

く
理
解
し
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
各
国
に
対
し
て

人
権
課
題
ご
と
の
「
国
内
行
動
計
画
」

を
定
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
は
、
1
9
9
7

年
(
平
成
9

年
)
7

月
に
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
同
和
問
題
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
、
外
国
人
、
H
I
V

感
染

者
な
ど
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

な
ど
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
た

「
国
内
行
動
計
画
」
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
こ
の
行
動
計
画
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
人
権
に
関
す
る
様

々
な
具
体
的
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
問
先
=
同
和
対
策

第12回あだち子どもフェスティバル
舞台演技出演団体募集

(子どもを対象とした出し物)

「あだち子どもフェスティバル」
のホール部門の出演団体を募集しま
す。 日程=9 月22日(日) 場所=
ギャラクシティ・西新井文化ホール
対象= 子ども主体の団体 ※応募多
数の場合は実行委員会で選定 内容=
楽器演奏/ 児童劇/ 会場でのクイ
ズ大会など 申込= 電話 申・問先=
青少年センター 　3890- 0061

選

挙

豆

知

識

選
挙
権
の
年
齢
と
2
0歳
代

の
投
票
立
会
人
の
募
集

選
挙
権
の
年
齢
要
件
は
、
満
2
0年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
2
0

年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
改
正

に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
満
2
5

年
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
齢
の
計
算
は
出
生
の
日
か
ら

起
算
さ
れ
、
生
ま
れ
た
日
の
翌
年
か

ら
数
え
て
2
0年
目
の
誕
生
日
の
前

日
で
満
2
0年
に
な
り
ま
す
。

今
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ

う
し
て
満
2
0年
を
迎
え
た
方
や
2
0

歳
代
の
方
に
、
投
票
立
会
人
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
投
票
立
会
人
は
、

投
票
所
で
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ

る
よ
う
立
ち
会
う
人
の
こ
と
で
、
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
投
票
立
会
人
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
申
・
問
先
=
選
挙
管

理
委
員
会
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まちが応援、主役は わたし 、

64 万区 民の顔が見える

健康応援都市の実現へ向け、発進

「健康あだち21会議」では足立区にふさわしい健康づく
りのあり方について検討を重ねてきました。
そこで10年間にわたる健康づくり運動の目標と行動を具
体化した「みんなでつくる健康あだち21行動計画」を作
りました。
「育児中の母親」「働き盛りの人」「高齢者」など、
皆さんから出された「心も体もいきいきする」望ましい状
態になるために、皆さん自らできること、そして、行政が
できることの声をまとめました。
区民相互で支え合う関係が生まれる健康づくり活動をめざ
しています。
さあ、健康づくりを始めましょう。

おぼえてください
健康あだち21のシンボルマーク
ハートの形をベースに、人が笑みをうかべて「ガッツポー

ズ」をしている様子で、健康づくりに対する前向きな姿勢、
生活習慣の改善に取りくんだことによって、健やかな心身を
手に入れることができた充実感が表現されています。

「健康あだち21」
運動にぜひ、

ご参加を

問先= 足立保健所調整課
3880- 5111( 代)

「健康日本21」は、超高齢者社会に向かう我が国を、国民すべ
てが健やかで心豊かに生活できる活力ある社会とするために、生
活の質の改善、壮年期死亡の減少、「健康寿命」の延伸をめざし
ています。 このため2010年度を目途に、住民や関係団体などの
積極的な参加を得ながら、国民の主体的な健康づ くりを総合的に
進めてい くことになりました。
2001年9 月2 日、区民や区内関係団体の皆さんの協力により
「健康あだち21会議」が発足し、運動は広がりを見せています。

生活習慣病が増えてきた
区の健康診査では、糖尿病や高脂血症と

診断される人が増えています。飲酒、喫煙、
運動不足、肥満などからくる生活習慣病を
予防し、「健康寿命」を全うしたいものです。

乳幼児から高齢者まで
あらゆる世代の皆さんが「昔はどうだった」「こうした方がいい

のでは」といった知恵を交換しあい、みんなで力を合わせて健康
づくりを行っていきませんか。すでに、区内ではいろいろな健康
づくり活動が始まっています。地域には、良い知恵がいっぱいあ
るはずです。

健康づくり応援型の環境をつくろう
現代は、個人の努力だけで健康を守ることが

難しくなってきました。生活の周りの、例えば
歩道、商店街、施設などは、健康づくりの資源
となる可能性があります。私達の周囲の環境を
できるだけ、健康づくり応援型に変えていきま
懽 んか。

いきいきとした高齢社会へ
「健康あだち21会議」は、2010年まで区をあげて健
康づくり運動を進めていきます。
この運動の結果。区民の健康寿命がのび、医療費や

介護費用などの負担は少なくなるでしょう。区内に住
む または区内で働くみなさんの参加を心からj

万万

しています。

足
立
区
の
健
康
事
情

足
立
区
の
健
康
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一
例
で
す
。

◆ 区民の平均寿命は、
平成2 ～フ年にかけ
て、男でO。5歳。女で1. 1
歳伸びています。23区
で比較すると2 年には
最下位でしたが、7 年
には男が21位、女が20
位に上がりました。

◆ 区で行っている健康診
断から3 割の方が生活習
慣病であるという結果が
出ています。

◆ 区民一人当たりの平均医
療費は年間約20万円です。

◆ 20歳以上の区
民で毎日の食事
のうち、朝食を
抜くことがある
大は4 人に1 人
の割合でした。

◆ 子育て中の育児不安が問題となって
います。特に生後1 ヵ月までは7 割の
お母さんが不安を抱いています。

◆ 区の所得水準は、全国
平均 より はたかいです
が、23区の中ではひくい
状況です。それに反して1
人あたりの医療費は6

番目に多い区です。

◆ 12年「がん」で死亡した人
は、40～65歳の働き盛りで男
性173人、女性267人でした。
これはこの年の、区内の全死
亡者の1 割にあたります。

◆ 区民が中心となって、病
気や障害をもった人たちの
グループから健康なグルー
プまで、相互に助けあいな
がら、みんなが暮らしやす
い健康な地域づくりの活動
がすすめられています。こ
うした区民の活動は、大都
市では注目されています。

◆ 区では全国に比べ、男性・女性とも
喫煙率が高い傾向にあります。特に女
性の喫煙率が高く、50歳代以上では全
国平均の2 倍以上の喫煙率でした。

健康 について区民に聞きました
ア ン ケ ート で 日 ご ろ の 健 康 意 識 や 健 康 法 な

ど の 調 査 を 行 い ま し た 。
暮 ら し の 中 で 一 番 大 事 な も の は 健 康( 約75%)

でし た 。 健 康 の イメ ージ は 、「 食 事 が お
い し く た べ ら れ る こ と 」 が 最 も 多< 、 自 分 の

健 康 状 態 で は 、「( 比 較 的) 健 康 だ と 思 う 」 方

が 約 了割 い る ー 方 で 、約3 割 の 方 が「( あ ま り)

健 康 だ と は 思 わ な い 」 と 感 じ て い ま す。 健 康

づ く り で は 、 健 康 問 題 が 何 で あ る の か を 知 る
こ と が 大 切 で す 。 そ の 結 果 を 生 か し て、 今 後

の 健 康 な 地 域 づ く り の 輪 を 広 げ て い き ま す。

※ 国民健康保険に加入している、40歳・50歳・60歳の区民に
アンケート調査を行い、1629人の回答を集計したものの一部
です

あなたにとって、暮らしの中で大切な物は何ですか
( 2 項目まで選択)

あなたにとって、健康のイメージは何ですか( 重複あり) あなたは、自分自身の健康状態を
どのように感じていますか

健 康 づ く り 自 主 グ ル ー プ 募 集

皆さんが、地域で行っているグループ活動を紹介してください。健康・体力づくり( スポーツ、ラジオ体操、
ウォーキング)、こころの健康、歯の健康、食生活、子育て、生活習慣病、寝たきり予防、難病など、健康づくり
の輪を拡げませんか。ご紹介いただいたグループの情報を、地域の保健総合センターでこれから。健康づくりを
したい方々へ提供していきます。 申込= ファクスまたは、ハガキにグループ名、主な活動場所。活動頻度、グル

ープ連絡先、住所、氏名、電話番号を明記 申・問先= 足立保健所調整 〒120・8510 中央本町1- 17- 1

乳がん体験者の会 「たんぽぽの会」命を救う!
がんの早期発見に自己健診
「たんぽぽの会」は、乳がんという病気を乗り越え
て、「楽し< 、生き生きと暉いていくため」に、干住

保健総合センターで交流会を行っています。ボラン
ティアの医師を招いて積極的に話を聞いたり、春・
秋にはバス旅行を行うなど 活動は様々。
自身の病気を乗り越えた今、「自己健診の大切さ」

を伝え、がんの早期発見、早期予防を普及させる活
動も積極的に行っています。

▲ 皆さん自身も楽し
みながら、ペープサ
ートを使った自己検
診の普及活動を行な
いました

▲ アメリカで、乳がん
健 診啓発 のシンボルと
して広 く使 われている
ピンクリボンのバッチ。
会長の高 村さんの襟元
に光ってい ました。

I
T
講
習
会

初
心
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
教
室

《
追
加
開
催
》

「
I
T
講
習
会
」
で
は
、初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。
※
昨
年
度

行
っ
た
A
コ
ー
ス
(
初
心
者
一
般
)

の
追
加
開
催
で
す
。
I
T
講
習
会
は

今
回
の
募
集
分
で
終
了
し
ま
す

8
月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

日
程
等
=
表
1

対
象
=
2
0
歳
以
上

の
都
民

定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0人

(抽
選
)

費
用
=
受
講
料
は
無
料

(テ
キ
ス
ト
代
7
0
0円
は
実
費
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
「
I
T
講
習

会
参
加
希
望
」、
①
希
望
の
コ
ー
ス

番
号

②
住
所

③
氏
名
(
フ
リ
ガ

古

④
年
齢

⑤
性
別

⑥
電
話
番

号
を
明
記

※
全
コ
ー
ス
の
中
か
ら
I

人
I
コ
ー
ス
、
1
通
の
み
有
効

期
限
=
7
月
1
9日
必
着

申
・
問
先
=

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
課

〒
1
2
0・0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5
　
　
　

　
(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

I T 講習会(生涯学習振興公社開催分) 日程表
表1　 8 月開催分

発
見
!
!
　
私
に
も
で
き
る
国
際
交
流

足
立
区
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

地
域
の
中
で
、
世
界
の
国
の
人
ど

う
し
で
助
け
合
っ
た
り
、
文
化
や
習

慣
の
違
い
を
交
換
し
た
り
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特

別
な
資
格
が
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
身
近
な
こ
と
か
ら
、
興
味
が
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。異

文
化
の
ふ
れ
あ
い
を
第
一
歩

に
、
言
葉
や
国
籍
の
壁
を
越
え
、
共

に
理
解
し
協
力
し
て
、
み
ん
な
が
住

み
よ
い
足
立
を
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

足
立
区
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
・
:
?

日
本
語
を
教
え
た
い
、
通
訳
を
し

た
い
、
区
の
情
報
誌
な
ど
を
外
国
語

に
翻
訳
し
た
い
、
悩
み
事
を
聞
い
て

あ
げ
た
い
、
暮
ら
す
た
め
の
知
恵
を

教
え
て
あ
げ
た
い
、
私
の
国
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
日
本
を

知
っ
て
ほ
し
い
、
い
ろ
ん
な
国
の
文

化
や
こ
と
ば
を
伝
え
た
い
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
日

本
の
家
庭
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い

…
な
ど
、
あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ら
れ
ま
す
。

登録と問合せ先はRegi st rat i on&I nqui r y … 地域支援課 国際化推進
電話・Phone　3880- 5177　FAX　3880- 5603

kokusai @ci t y. adachi . t okyo. j p

新
交
通

シ
ス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

日
暮
里
・
舎
人
線
荒
川
橋
梁

基
礎
工
事
が
完
了

日
暮
里
・
舎
人
線
工
事
の
う
ち
難

工
事
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
、
荒
川
橋

梁
の
基
礎
工
事
が
6
月
に
完
了
し
ま

し
た
。
こ
の
工
事
の
完
了
に
伴
い
、

現
在
工
場
で
製
作
中
の
橋
桁
の
架
設

工
事
を
今
年
の
秋
か
ら
施
丁
し
ま

す
。荒

川
橋
梁
の
基
礎
工
事
は
、
ケ
ー

ソ
ン
エ
法
に
よ
り
施
工
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ソ
ン
エ
法
は
、
円
形
、
長
方
形

な
ど
の
中
空
箱
と
な
っ
て
い
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
下
の
部
分
を
掘

り
な
が
ら
、
地
中
の
支
持
地
盤
ま
で

沈
め
る
こ
と
で
基
礎
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
工
事
方
法
で
す
。
土
を
掘
る

箇
所
で
は
、
周
囲
の
地
盤
か
ら
地
下

水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、
圧
力
を
上

げ
て
施
工
し
ま
す
。
今
回
の
工
事
で

は
、
地
下
4
0メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
り
下

げ
た
の
で
、
気
圧
を
通
常
の
4
倍
に

上
げ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
以
前

は
作
業
員
が
入
っ
て
土
を
掘
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
地
上
か
ら
リ
モ

コ
ン
で
機
械
を
動
か
し
、
土
を
掘
っ

て
い
ま
す
。
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔

や
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
多
く

の
施
設
の
基
礎
が
、
こ
の
工
法
で
施

工
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
交
通
の
建
設
工
事
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
多
用
な
技
術
を
駆
使
し
、
安

全
か
つ
迅
速
に
工
事
を
進
め
ま
す
。

問
先
=
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8▲ 荒川左岸・扇大橋付近
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
7 月11日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込… 申し込み方法
◆ 期限… 申し込み期限
◆ 場・申・問先 … 場所・　
申し込み先・問い合わせ先
◆ 費用の記載のないものは無料

納
税
の
相
談
は

お
早
め
に

1
4年
度
第
1
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、
高
率
の
延
滞
金

(年
率
1
4
。
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
納
付
さ
れ
な
い
と
き

に
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
第
∇

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

～
7

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
方
が
、
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後

を
実
現
す
る
た
め
に
、
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的

年
金
な
ど
控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

対
象
=
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
第
一

号
被
保
険
者

掛
金
=
選
択
す
る
給

付
の
型
、
口
数
、
加
入
時
の
年
齢
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

※
口
座
自

動
引
き
落
と
し
。
ま
た
、
掛
金
は
全

額
社
会
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す

申
・
問
先
=
都
・
国
民
年
金
基

金
{

一″
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
国
民
年
金
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

こんなときは手続きが必要です
国民健康保険への加入や、やめる手続きは自動

的にはできません。表1 に該当する方は、14日以
内に届出をすませてください。 ※ 必要書類や手

続き場所については事前にお問い合わせくださ

い 問先= 国民健康保険課資格賦課係
3880- 5240

表1　 国民健康保険の手続き等一覧

※ は国保加入者のみ対象

「
現
況
届
」の
提
出
を

忘
れ
ず
に

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
、
「
現
況
届
」
の
用
紙
(
(

ガ
キ

形
式
)
を
6
月
2
8日
に
送
付
し
ま
し

た
。
「
現
況
届
」
は
引
き
続
き
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き

で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必

ず
7
月
3
1日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
同
時
に
「
所
得
審
査
」
も
行

い
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
方

は
、
所
得
が
な
く
て
も
前
年
分
(
1
3

年
中
)
の
区
民
税
の
申
告
を
し
て
だ

さ
い
(
1
4年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
で
受
け
付
け
)

。

対
象
=
2
0
歳

前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
者
/
福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
者

問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン

大
谷
田
5
丁
目
事
業

区
有
地
に
定
期
借
地
権
制
度
(
期

間
6
0年
)
を
活
用
し
た
「
2
・
2
・
2

住
宅
プ
ラ
ン
」
戸
建
モ
デ
ル
事
業

が
大
谷
田
5
丁
目
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
多
世
代
居
住
が
可
能
な
本
モ

デ
ル
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
1
2年
4

月
施
行
の
「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

住
宅
の
性
能
を
第
三
者
機
関
が
客
観

的
に
評
価
す
る
「
住
宅
性
能
表
示
制

度
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
選
定
さ
れ
た
事
業
者
に
よ

り
、
第
1
期
工
事
(
4
戸
)
に
引
き

続
い
て
、
第
2
期
工
事
(
4
戸
)
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

購
入
な
ど
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
住
宅
推
進

室

　
(
3
8
8
0
)
5
9
5
9

区
民
活
動
団
体
の

現
状
調
査
を
行
い
ま
す

福

祉

や
環

境

、
ま

ち

づ
く

り

な
ど

の
幅

広

い
分

野

で

、
様

々

な
課

題

の

解
決

を
め

ざ
す

社
会
貢

献
活

動

団
体

(
N
P
O
)

が
活

躍
し

て

い
ま

す

。

こ

の
調
査

は

、
区
内

の
区

民
活

動

団

体

の

現

状

や
課

題

を

把

握

し

、

「
N
P
O

」
に
対

す

る
効
果

的

な
支

援

・
協
働
と

、
N
P
O

活
動

支

援
セ

ン

タ
ー
(

仮

称
)

の
機

能
検

討

に

つ

い
て

の
基
礎

資
料

と

す
る

た
め

に
行

い
ま

す

。
な
お

、
調
査

は

社
団
法

人

輿
論

科
学
協

会

に
委
託

し

て
行

な

い

ま
す

の
で

、
ご
協

力

を
お
願

い
し

ま

す

。

問
先
=
N
P
O

活
動

支

援

`
一
一
一
(
3
8
8
0
)
5
1
7
8

教
育
相
談
鹿
浜
分
室

仮
移
転
の
お
知
ら
せ

教
育
相
談
鹿
浜
分
室
(
北
鹿
浜
小

学
校
内
)
は
、
校
舎
工
事
の
た
め
一

時
移
転
し
ま
す
。

期
間
=
7
月
9
9一

日
～
8
月
知一
日
(
7
月
1
9日
・
8
月
3
0

日
は
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
)

移

転
先
=
教
育
研
究
所
(
竹
の
塚
)

問
先
=
教
育
研
究
所
鹿
浜
分
室
(
7

月
1
8日
ま
で
)(

3
8
5
6
)
7
7
3

」
O

ま
た
は
教
育
研
究
所
(
竹
の
塚
)

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
買
い

換
え
融
資
あ
っ
せ
ん

都
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

内
容
=
▽
中
小
企

業
向
け
融
資
・
:使
用
中
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
最
新
規
制
適
合
車
へ
の
買
い

換
え
/
都
指
定
の
低
公
害
車
の
購
入

▽
個
人
向
け
融
資
…
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
車
の
購
入

※
対
象
車
種
な

ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
先
=
都
・
環
境
局
計
画
課

(
5
3
8
8
)
3
5
3

厂
Q

ま
た
は
区
・
環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

大
気
汚
染
監
視
室
測
定

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

1
3年
度
、
鹿
浜
、
東
和
、
宮
城
3

監
視
室
の
大
気
汚
染
測
定
結
果
は
表
2

の
と
お
り
で
す
。

三
宅
島
の
火
山
性
ガ
ス
の
影
響

で
、
二
酸
化
硫
黄
は
濃
度
の
高
い
と

き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
年
間
の
評
価

で
は
環
境
基
準
を
達
成
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど

が
原
因
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
は

、
3

監
視
室
と
も
環
境
基
準
を
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た

。
二
酸
化
窒
素
の
年

間
評
価
は
、
‥
1
1
1
1

一
年
度
以
来
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
ま
す

。

1
3年
度
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

の
発
令
は

、
学
校
情
報
が
9
1一
回

、
注

意
報
が
7

回
と
前
年
よ
昨
才多
く

、
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
が
環
境
基
準
を
達
成
で

き
な
い
状
況
は
、
2
0年
以
上
続
い
て

い
ま
す
。
都
内
の
大
気
汚
染
の
大
き

な
原
因
は
自
動
車
排
ガ
ス
で
す
。区

民
の
皆
さ
ん
も
、
で
き
る
だ
け
車
の

便
用
を
控
え
て
電
車
・
バ
ス
を
利
用

す
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表2　13 年度大気汚染監視室測定結果(年度平均値)

※ オキシダントは昼間時間( 午前5 時～午後8 時) の測定結果
※ 2% 除外値は、年間の日平均値のうち高い方から2% の範囲を
除外したもの
※ 98%値とは、年間の日平均値のうち低い方から98% に相当する
もの
※ 環境基準評価( 長期的) の〇は達成× は非達成

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど

、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(

祝
日

を
除
く
)

、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

教
育
研
究
所(

3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(

祝
日

を
除
く
)

、
午
前
9

時
～
午
後
4

時
3
0

分

申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

掲

示

板

□
プ
チ
・
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
2

日
時
=
8
月
3
日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

場
所
=
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

内
容
=
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
/
バ
ザ
ー
/
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
/
講
演
会
な
ど

費
用
=
無
料

問
先
=
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡

会

掛
川

(
3
8
5
8
)
6
0
5
4

□
東
京
都
介
護
支
援
専
門
試
験

試
験
日
=
1
0月
2
7日
黼

要
項
配
付

場
所
=
区
・
介
護
保
険
課
、
各
福
祉

事
務
所
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

期
限
=
8
月
2
日

申
・
問
先
=

東
京
都
高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財

団
事
業
部
サ
ー
ビ
ス
支
援
室

(
5
9
5
7
)
0
9
4
0

□
東
京
都
下
水
道
局

小
台
処
理
場
4
0周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
=
7
月
2
4日
伽
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時
(
雨
天
順
延
)

内
容
=

宮
城
小
学
校
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
/

け
ん
玉
大
会
/
竹
と
ん
ぼ
工
作
/
草

花
・
リ
サ
イ
ク
ル
レ
ン
ガ
の
記
念
品

頒
布

場
・
問
先
=
小
台
処
理
場

(
3
9
1
9
)
7
0
0
1

□
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
募
集

勤
務
内
容
等
=
都
立
肢
体
不
自
由
児

施
設
で
の
訓
練
業
務

▽
理
学
療

法
士
・
:
7
月
か
ら
週
1
日

▽
作
業

療
法
卞
:
9
月
か
ら
週
4
日

い
ず

れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時

※
資
格
所
持
者
に
限
る

給
与
=

日
額
1
万
9
0
0円(
交
通
費
含
む
)

問
先
=
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
城
北

分
園

　
(
3
8
8
3
)
5
1
3
1

□

飾
養
護
学
校

夏
ま
つ
り

日
時
=
7
月
2
0日
蜘
、
午
後
3
時
～
8

時

内
容
=
模
擬
店
/
青
空
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
/
こ
ど
も
広
場
/
花
火

場
・
問
先
=

飾
養
護
学
校

(
3
6
0
8
)
4
4
2
2

□
ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン
・

ア
ラ
カ
ワ
2
0
0
2

荒
川
沿
川
住
民
の
交
流
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
日
時
=
7

月
2
0

日
出
、
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
3
時
3
0

分

場
所
=
荒
川
砂
町
水
辺
公
園

(東
西
線
南
砂
町
下
車
)

問
先
=

荒
川
下
流
工
事
事
務
所
管
理
課

(
3
9
0
2
)
2
3
7
9
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放
置
自
転
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

「
一
台
く
ら
い
は
」
と
置
い
た
自

転
車
が
さ
ら
に
放
置
自
転
車
を
呼

び
、
歩
行
者
の
通
行
や
火
災
な
ど
の

緊
急
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま

す
。区

で
は
、
区
内
各
駅
周
辺
3
0
0
m
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
放
置
禁
止
区
域
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
は
区
が
撤
去

し
て
4
ヵ
所
の
移
送
所
に
運
び
保
管

し
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取
る

と
き
は
、
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を

徴
収
し
ま
す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過

ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
返
還
日
時
=
月
曜
～

土
曜
日
、
お
よ
び
第
4
日
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
6
時
(
祝

日
・
第
4
日
曜
日
を
除
く
日
曜
日
・

第
4
月
曜
日
・
年
末
年
始
は
除
く
)

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表3　 放置自転車保管場所一覧

都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
ま
す

こ
の
案
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
に
区
へ
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽

都
市
計
画
緑
地
の
変
更
(
桑
袋
緑

地
)

区
域
=
花
畑
八
丁
目
地
内

縦
覧
期
間
=
7
月
1
1
日
～
2
5
日
縦

覧
・
意
見
書
提
出
先
=

都
市
計
画

課

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

ご
存
知
で
す
か

沿
道
地
区
計
画

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
交

通
騒
音
に
よ
り
生
じ
る
障
害
の
防
止

と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
国
道
4
号
(
荒

川
以
北
)
と
環
状
7
号
線
の
沿
道
に

沿
道
地
区
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道

の
概
ね
3
0
m
)に
お
い
て
次
の
行
為

な
ど
を
行
ケ
場
合
は
、
建
築
確
認
申

請
と
は
別
に
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▽
建
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠

の
変
更
(
一
部
の
区
域
)

沿
道
地
区
計
画
に
伴
ケ
条
例
の
施

行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
は
、
居
室
(

沿
道
の
概
ね
2
0
m

の
区
域
内
)

に
対
す
る
防
音
工
事
費

の
一
部
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
騒
音
が
背
後
に
通
り
抜
け

な
い
よ
う
な
建
物
(

緩
衝
建
築
物
)

を
建
て
る
と
き
に
、
建
築
費
な
ど
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。

問
先
=

建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

「
集
団
回
収
」に

ご
協
力
を

家
庭
か
ら
出
る
新
聞
・
雑
誌
・
空

き
缶
な
ど
は
、
地
域
の
「
集
団
回

収
」
で
資
源
化
を
し
ま
し
ょ
う
。
区

で
は
、
町
会
・
自
治
会
・
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
で
、
自
ら
日
時
や
場
所
を
決

め
て
資
源
を
回
収
し
、
資
源
回
収
業

者
に
引
き
渡
す
方
法
の
集
団
回
収
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
集
団
回
収
の
登

録
団
体
は
、
回
収
量
に
応
じ
て
I
㎏

あ
た
り
6
円
の
報
奨
金
を
受
け
取
れ

ま
す
。
こ
の
報
奨
金
は
、
懇
親
会
や

行
事
の
費
用
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
希
望
さ
れ
る
団
体
(
㈲一

世
帯
以
上
)
に
は
、
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫

や
運
搬
用
台
車
な
ど
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
区
で
は
、
週
一
回
集
積

所
で
の
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
集
団
回
収
を
始
め
て
み
た
い

方
、
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
集
団

回
収
の
登
録
申
請
書
は
「
あ
だ
ち
再

生
館
ホ
ー
ム
ベ
L
ン
」
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
先
=
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

め
ざ
せ
　子
ど
も
　一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
犯
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

そ
ら
と
う
み

ど
っ
ち
が
あ
お
い
か

き
そ
っ
て
る

花
畑
西
小
学
校
一
年

も
と
は
し
み
ず
き

お
も
い
き
り

泣
い
て
る
妹

せ
み
の
よ
う

東
栗
原
小
学
校
五
年

佐
久
間

敦
史

上
を
見
た

花
火
が
咲
い
た

口
開
い
た

東
島
根
中
学
校
I
二
年

清
水

あ
や
み

(
評
‥⑤
の
つ
い
た
句
)

三
つ
に
ぷ
つ
ん
ぷ
つ
ん
と
切
れ
る
句
だ
が
、
ア
ニ
メ
の
一
場
面
を
見
て
い

る
よ
う
で
楽
し
い
。
新
し
い
発
見
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

ポイ捨ては
やめましょう!

足立区まちをき れいにする条例
問 先= 地域 活 動 支 援係

3880- 5856

催
し
物
ガ
イ
ド

定 員に先着順

とあるものは
7 月11 日

から受け付け

紙
す
き
体
験
教
室

日
時
=
7
月
2
8
日
回
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
小
学
校
3
年
生
以
上

内
容
=
牛
乳
パ
ッ
ク
を
原
料
に
し
た

手
作
り
ハ
ガ
キ
の
す
き
方
を
体
験

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博
物

館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
3
回
生
活
の
科
学
教
室
　

「
夏
休
み
親
子
バ
ス
見
学
会
」

豊
富
な
栄
養
を
持
つ
牛
乳
の
工
場

と
研
究
施
設
(
牧
場
)
を
見
学
し
ま

す
。
日
時
=
8
月
1
日
困
、
午
前

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
場
所
=
雪

印
乳
業
㈱
野
田
工
場
・
雪
印
種
苗
㈱

研
究
牧
場

集
合
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ

ア

対
象
=
区
内
在
住
の
小
学
4
年

生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定

員
=
4
5
人
(
抽
選
)

費
用
=
7
0円

(保
険
代
)

※
当
日
持
参

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
年
を
明

記

期
限
=
7
月
1
9日
必
着

中
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
周一
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

夏
休
み
親
子
見
学
会

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
現

場
を
家
族
と
一
緒
に
見
学
し
ま
せ
ん

か
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
1
7年

度
開
業
に
向
け
て
、
着
々
と
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。

区
内
に
建
設
さ
れ
る
3
駅
の
内
、

今
回
は
青
井
駅
(
仮
称
)
を
見
学
し

ま
す
。
建
設
中
の
地
下
三
層
の
駅
舎

を
見
学
し
て
、
夏
休
み
の
宿
題
に
役

立
て
ま
せ
ん
か
。
日
時
等
=
8

月
2
0

日
㈹
、
I
回
目
・
:午
前
1
0時
、
2

回
目
…
午
後
1
時
3
0分
(
各
回
1
時

間
程
度
)

集
合
=
青
井
東
公
園

対
象
=
小
学
3
年
生
以
上
～
中
学
生

ま
で
の
児
童
と
、
そ
の
家
族
(
子
ど

も
I
人
に
対
し
て
大
人
I
人
ま
で
)

定
員
=
各
回
1
5組
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
I
人
1
0
0円(
保
険
料
)

申

込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
回
、

住
所
、
氏
名
、
学
年
、
一
緒
に
行
く

家
族
名
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
7

月
2
5日
消
印
有
効

※
当
日
の

服
装
は
安
全
上
、
ズ
ボ
ン
・
運
動
靴

で
お
願
い
し
ま
す

申
・
問
先
=
常

磐
新
線
推
進

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
7
1
9

「
と
も
だ
ち
つ
く
ろ
う
合
宿
」

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
み
ん

な
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

日
程
=
9

月
1
4日
・
1
5日

場
所
=
城
北

養
護
学
校

対
象
=

▽
参
加
者
…
中

学
生
ま
で

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
中

学
生
以
上

内
容
=
体
験
活
動
/
お

楽
し
み
会
/
映
画
会
な
ど
(
予
定
)

申
込
=
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

学
校
・
学
年
、
所
属
団
体
、
お
よ
び

合
宿
参
加
希
望
ま
た
は
合
宿
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
希
望
を
明
記

※
参
加
希
望

者
は
、
大
人
I
人
を
含
む
家
族
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

費
用
=
3

千
円
程
度
(
寝
具
代

別
途
)

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
部

負
担
金
あ
り

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に

事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
=
9

月
7
日
出
、
午
後
7
時

場
所
=

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

期
限
=
7
月
3
1

日

申
・
問
先
=
学
習
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

区
制
7
0周
年
記
念
事
業

第
2
回
　
海
の
日

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
7
月
2
0日
椥
、
▽
学
生
の
部

・
:
午
後
1
時
開
演
(
午
後
O
時
4
5分

開
場
)

▽
大
人
の
部
…
午
後
6
時
3
0

分
開
演
(
6
時
開
場
)

場
所
=
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル

費
用
=
学
生
の
部
・
:無
料
、
大

人
の
部
…
5
0
0円

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

ヒ
カ
ル
の
碁

ジ
ュ
ニ
ア
入
門
教
室

日
時
=
8
月
1
1
日
回
、
午
前
1
0
時
～

H
時
3
0分

場
所
=
勤
労
福
祉
会
館

対
象
=
1
8歳
以
下
の
未
経
験
者

定

員
=
2
0
0人(
抽
選
)

申
込
=
往
復
ハ

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
場
名
を
明
記

期
限
=
7
月
9
9一日
必
着

※
参
加
者

に
は
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
が
入
場
券
と

し
て
返
送
さ
れ
ま
す

申
・
問
先
=

日
本
棋
院
普
及
部
「
ヒ
カ
ル
の
碁
・

ジ
ュ
ニ
ア
入
門
教
室
」
係

〒
1
0
2・8
6
6
8

千
代
田
区
五
番
町
7
-
2
　
　
　

　
(
3
2
8
8
)
8
7
2
{
j

ま
た
は
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

西
部
児
童
館
の

お
ば
け
や
し
き

日
時
=
7
月
2
7
日
出
、午
後
2
時
～

4
時

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

問
先
=

西

部
児
童
館
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

区
制
7
0周
年
記
念
事
業

「
足
立
区
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
ま
す

区
制
7
0周
年
を
記
念
し
て
、
区
の

未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
、
区
政

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
区
政
を

身
近
な
も
の
と
し
て
も
ら
う
目
的

で
、
「
足
立
区
子
ど
も
議
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
子
ど
も
議
会
当
日
の
模

様
は
、
区
役
所
1
階
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ

ン
で
放
映
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時
=
7
月
3
0日

、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
3
時
3
0分

問
先
=

学
校
職
員
担
当
課

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

リサイタルセンター

「あだち再生館」

ホームページ開設

7月1 日 、 リ サ イ クル セン タ一 「あ

だ ち 再 生 館」 のホ ー ム ペ ージ が 開 設し

まし た。 暮 らし に 役 に 立つ リサ イクル

情 報 が 満 載 で す。 内 容= 施 設 案 内/

リ サ イクル 講 座/ 教 室 案 内/ 再 生 館シ

ョップ 情 報/ リ サ イ クル 学習/ リ サ イ

クル 事業 紹介( 関 係 申 請書 も ダ ウン ロ

ードで き ます)

問 先= リ サ イクル推 進課 普及 啓発 係

3880 一5860

ホ ー ムペ ージア ドレ ス=

ht t p: / /www4. 0cn. ne. j p/war c. or g/

お支払いは便利な
口座振替で

特別区民税 ・都民税・国民 健康保

険料・介護保険料のお支払いは、

便利で安心な口 座振替をご 利用<

ださい。

問先= 納税課収納係/ 国民健康保険課収
納管理係/ 介護保険課保険料係

◎ 訂 正 とお わび　 あだち広報ズームアップ5 月号「あだち見どころガイド」で紹介した、しょうぶ沼公園⑤のあじさいの写真は、舎人公園のものでした。訂正しておわびします。 ≪広報課≫
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小
・
中
学
校
の

通
知
表
が
変
わ
り
ま
す

子
ど
も
の
良
さ
を

伸
ば
す
評
価
を
し
ま
す

こ
れ
ま
で
特
に
中
学
校
で
は
、
高

校
入
試
の
関
係
か
ら
、
学
習
の
成
果

を
学
年
・
学
級
と
い
う
集
団
の
中
で

一
定
の
割
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
5
」

「
4
」「
3
」「
2
」「
1
」
の
評
定
を

行
う
、
相
対
評
価
に
重
点
が
お
か
れ

て
い
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
学
習
の
目
標
に

子
ど
も
が
ど
こ
ま
で
到
達
で
き
た
か

と
い
う
絶
対
評
価
に
よ
る
評
定
が
徹

底
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
良
さ
や
課
題

を
多
面
的
に
見
る
た
め
に
、
観
点
別

評
価
(
表
I
)

を
日
常
的
に
行
い
、

そ
の
状
況
を
評
定
(
表
2
)

に
つ
な

げ
る
や
り
方
で
す
。

観
点
別
評
価
は
、
教
科
に
よ
っ
て

や
や
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
①
関

心
・
意
欲
・
態
度

②
思
考
・
判
断

③
技
能
・
表
現

④
知
識
・
理
解
の
4

つ
の
観
点
(
表
1
)
に
沿
っ
て
、

子
ど
も
の
取
り
組
み
を
、
A

「
す
分

満
足
で
き
る
」
B

「
お
お
む
ね
満
足

で
き
る
」
C

「
努
力
を
要
す
る
」
の
3

段
階
で
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

各
学
校
で
は
ま
ず
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
B
の
「
お
お
む
ね
満
足

で
き
る
」
状
況
と
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

通
知
表
を
工
夫
し
ま
す

終
業
式
の
あ
る
日
、
中
学
2
年
生

の
太
郎
さ
ん
宅
で
は
、
通
知
表
を
め

ぐ
っ
た
会
話
を
し
ま
し
た
。

母
「
今
回
は
苦
手
だ
っ
た
数
学
が
4

だ
ね
。
観
点
別
評
価
も
A
が
増
え
て

良
か
っ
た
ね
。
観
点
別
評
価
っ
て
、

私
た
ち
が
子
ど
も
の
と
き
に
は
な
か

っ
た
わ
。」

太
郎
「
そ
う
だ
よ
。
成
績
は
テ
ス
ト

だ
け
で
決
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

今
年
か
ら
、
う
ち
の
中
学
校
は
定
期

テ
ス
ト
が
1
学
期
中
は
1
回
に
な
っ

た
ん
だ
。
そ
の
代
わ
り
、
テ
ス
ト
だ

っ
た
時
間
を
授
業
に
し
て
、
分
か
る

よ
う
に
教
え
て
く
れ
る
時
間
が
増
え

た
ん
だ
。」

父
「
『
関
心
・
意
欲
・
態
度
』
を
成
績

に
す
る
の
は
難
し
そ
う
だ
け
ど
。」

太
郎
「
発
言
の
回
数
や
内
容
も
入
る

ら
し
い
よ
。
そ
れ
か
ら
レ
ポ
ー
ト
や

作
品
、
自
己
評
価
表
な
ど
か
ら
も
が

ん
ば
っ
た
と
こ
ろ
を
捕
ら
え
て
く
れ

る
ん
だ
。」

母

「
そ
の
こ
と
は
、
保
護
者
会
の
説

明
や
『
学
校
だ
よ
り
』
に
も
書
い
て

あ
っ
た
ね
。
そ
う
い
え
ば
4
月
に
土

曜
日
が
お
休
み
に
な
っ
て
か
ら
、
太

郎
は
あ
ま
り
家
に
い
な
い
ね
。」

太
郎
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
調

査
で
、
1
学
期
は
福
祉
に
つ
い
て
調

べ
た
ん
だ
。
通
知
表
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
欄
に

『自
ら
進
ん
で
調

べ
、
電
車
で
高
齢
者
の
方
に
席
を
譲

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ど
の
感
想
を
発
表
し
、
友
だ
ち
に
も

良
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
』
つ
て
先

生
が
書
い
て
く
れ
た
よ
。」

父
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
と
こ
ろ
で
、

明
日
か
ら
の
夏
休
み
だ
け
ど
、
勉
強

の
方
は
大
丈
夫
な
の
?
・
」

太
郎
「
今
年
か
ら
学
校
で
、『
夏
休
み

学
習
教
室
』
が
あ
る
ん
だ
よ
。
何
を

勉
強
す
る
か
は
い
ろ
い
ろ
選
べ
る
ん

だ
。
僕
は
数
学
の
応
用
と
、
英
語
の

基
礎
に
申
し
込
ん
だ
よ
。
ほ
ら
、
通

知
表
の
所
見
欄
に

『夏
休
み
も
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
見
せ
て
く
れ

た
積
極
性
を
も
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
』
つ
て
書
い
て
あ
る
で
し
ょ

う
。」

こ
の
よ
う
に
通
知
表
は
、
子
ど
も

の
良
さ
や
課
題
を
家
庭
に
伝
え
る
掛

け
橋
の
役
目
が
あ
り
ま
す
。
各
学

校
で
は
、
一
層
工
夫
を
こ
ら
し
た
、

わ
か
り
や
す
い
通
知
表
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。
※
内
容
は
学
校
ご
と

に
異
な
り
ま
す

問
先
=
教
育
指
導

室

　
(
3
8
8
0
)
5
9
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表1　 算数の授業における観点別評価例

表2　 評定の内容

区制70 周年記念事業
あ だ ち ま つ り

A- Fe s t a
2

0

0

2
チ ャ

ップン
と

祝お
う70 周年

10月12日(土
)

13日( 日)
会場荒川河川敷「虹の広場」

記念T シ ャツ 発 売!

チ ャツプン柄の赤と青のT シャツ。
収益はまつり運営にあてられます。

サ イ ズ=M ・L ・LL

価 格=1, 300 円( 税込)

販売場所= 産 業 振 興課 ・

区政情報室・千住区民事務所

協 賛 企 業 募 集 中! 　

企業・商店のみなさ んの　
プログラムへの広告掲載、
物品協賛を募集しています。

問先=区民まつり委員会事務局[ 産業振興課] 　3880- 5865

青 少 年 の非 行問 題

全 国 強調 月間

毎年7 月は青少年の非行防止と保
護の徹底を図る強調月間です。夏休み
を前に非行防止に対する共通の認識
を深め、青少年の健全育成にご協力を
お願いします。 問先= 生涯学習課調
整係 　3880- 5985

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日( 祝日を除く)、午前9 時～午後4 時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

夏花の美しさを競う

6
月
1
2日
・
1
3日
、
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー
で
、
足
立
産
の
夏
花
の
美
し

さ
を
競
う
「
足
立
区
夏
花
品
評
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

展
示
は
、夏
菊
を
中
心
に
ア
ジ
サ
イ
、

ダ
リ
ヤ
、
ス
タ
ー
チ
ス
、
ユ
リ
な
ど
合

計
1
2
7
点
に
上
り
、
区
制
7
0周
年
の
今
年

は
、
特
別
に
区
内
花
き
農
業
の
変
遷
が

わ
か
る
展
示
も
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
花
が
、
区
役
所
を
訪
れ

た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

▲ 作品を見る目も真剣です

▲ 区制70周年を祝って

親
子
で

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

6
月
8
日
出
、
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア
で
「
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
4組
の
親
子
が
協
力

し
て
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
実
や
皮
、
種
ま
で
丸
ご
と
使
っ

た
料
理
作
り
に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
包
丁
や
フ

ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
て
、
9
0分
ほ
ど
で
料
理
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

最
後
は
親
子
全
員
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
で
作
っ
た
自
作

の
ス
ー
プ
、
(
ン
バ
ー
グ
、
白
玉
フ
ル
ー
ツ
の
3
品

を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

▲ なるほど。料理って楽しいね

古代のハス

オオガハス
足立堀之内公園( 堀之内2- 1- 1) では、

オオガハスが鮮やかなピンク色の花を咲かせ
ています。

昭和26年、千葉県検見川で、約2 千年前の
ハスの実が大賀一郎博士らによって発掘され
ました。その後、その一粒のハスの実は、大
勢の方の協力のもと、現代に美しくよみがえ
りました。

ハスの花は、日が高くなると閉じてしまう
ので、見に行かれるなら、午前中をお勧めし
ます。

古紙配合率75% 再生紙を使用しています F. M　285, 000


